
                                                                  (別紙様式Ａ)
事業の名称：木造住宅等の施工能力向上・継承事業
提案の名称：
                    標記について、提案書を提出します。
                                                      平成　　年　　月　　日
国土交通省住宅局長　殿
                                    提出者）住所
                                            名称
                                            代表者　役職名　氏名　印
                                    作成者）担当部署
                                            氏名
                                            電話番号
ＦＡＸ
                                            Ｅ－mail
（別紙様式Ｂ）
補助対象とする事業者の要件への適合及び補助事業の実施体制
	(1)　補助事業を適確に遂行するに足る実施方法等の企画能力を有すること

	

	(2)　補助事業を適確に遂行する技術能力を有し、かつ、補助事業の遂行に必要な体制、専門知識を有する人員等（代表者、事業実施責任者等）を有していること。

	

	(3)　補助事業の適切な遂行に必要な組織・人員、経理その他の事務について適確な管理体制及び処理能力（会計帳簿、監査体制等）を有していること。

	

	(4)　補助事業の公正な実施に支障を及ぼすおそれがないものであること（事業者は中立性を有しており、本事業による取組内容が特定の者の利益につながるものとなっていないこと）。

	


注１：公募要領の３に記載されている補助対象とする事業者の要件のうち、(1)から(4)について、要件を満たす理由を具体的に記載すること。
注２：添付資料がある場合にはその旨記載すること。
注３：スペースが足りない場合は適宜ページを追加すること。

(4)　配置予定の事業責任者
	氏　名
	生年月日

	所　属
役　職

	主な業務実績


	主な保有資格



(5)　補助事業の実施体制
	


注１:事業を実施するにあたっての事業主体内での体制、役割分担、他の主体との協力体制など、事業の実施体制を図等を用いて具体的に記述すること。
注２：スペースが足りない場合は適宜ページを追加すること。
(6)　提案する事業の内容に関連するこれまでの取組の状況
	業務名

	実施期間

	業務の概要


	特徴（今回提案する補助事業を実施するために参考となる点）



	業務名

	実施期間

	業務の概要


	特徴（今回提案する補助事業を実施するために参考となる点）



注１：今回提案する事業の内容に関連して、これまでに取り組んで来た事業（人材の育成、木造住宅等の普及推進に関する取組や補助事業等の実績）があれば、その概要について（国庫補助の有無も含め）記載すること。
注２：添付資料がある場合はその旨記載すること。
注３：スペースが足りない場合は適宜ページを追加すること。
 (別紙様式Ｃ)

事業の概要及び提案事項
	１．事業概要

	1-1.提案の
名称
	

	1-2.事業
テーマ
（主に取り組むテーマ１つに○を付けること）
	① 木造住宅の高度な省エネ施工技術に関する講習
	

	
	② 木造住宅の耐震診断・耐震改修技術に関する講習
	

	
	③ 木造住宅の構造計画に関する講習
	

	
	④ 既存住宅のリフォーム推進に資する診断・修繕計画策定・施工技術等に関する講習
	

	
	⑤ 長期優良住宅の施工等に係る大工技能者等の育成に向けた技術講習及び実技指導
	

	
	⑥ 手刻み加工や墨付け等の伝統的な技術を活用した木造住宅の施工を担う大工技能者等の育成に向けた技術講習及び実技指導

	
	
	Ａ：新たに大工を目指す者(原則として大工の実務経験が３年未満の者)を対象として、技術指導等の人材育成を全国的又は広域的に行う取組
	

	
	
	Ｂ：技術力の更なる向上に取り組もうとする大工就業者（原則として大工の実務経験が３年以上の者）を対象として、技術指導等の人材育成を全国的又は広域的に行う取組
	

	
	
	Ｃ：新たに大工を目指す者(原則として大工の実務経験が３年未満の者)を対象として、地域に根ざした構法・技術の継承等のための技術指導等を行う取組であり、各地域における人材育成のモデルとなることが期待される取組。
	

	
	
	Ｄ：技術力の更なる向上に取り組もうとする大工就業者（原則として大工の実務経験が３年以上の者）を対象として、地域に根ざした構法・技術の継承等のための技術指導等を行う取組であり、各地域における人材育成のモデルとなることが期待される取組。
	

	1-3.当該取組を実施するに当たっての背景及び解決すべき課題

	（記載欄）


	1-4.1-3に掲げる課題の解決に向けて本事業で取り組む具体の内容

	（記載欄）


	1-5.本事業による人材育成の達成目標（つくろうとする木造住宅の具体像等とそのために必要とされる技術・技能の修得の達成目標）

	（記載欄）


	1-6.本事業の実施によって期待される効果（本事業による取組の成果について、社会への還元・有効性が認められること）

	（記載欄）



	２．人材育成のカリキュラム

	2-1.座学及び実技指導の内容 （カリキュラム内容が詳細である場合は、概略を本様式に記載し、詳細な内容が分かる資料を別途添付すること）

	①座学の内容

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	②実技指導の内容（「1-2.事業テーマ」において、⑤から⑥に該当するもののみ記載すること）

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・

	・


	2-2.座学及び実技指導の実施スケジュール（複数年度にまたがる事業計画の提案の場合は、補助金の交付を希望する全ての年度の実施スケジュールについて、各年度毎にページを分けて具体的に記載すること。）

	実施年度
	平成　年度

	実施時期
	カリキュラムの内容

	
	


	

	３．人材育成の実施体制及び実施環境

	3-1.講師陣の概要（講師の人数が多数である場合は、概略を本様式に記載し、詳細な内容が分かる資料を別途添付すること）

	氏名
	所属・肩書
	担当する座学・実技指導の内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	3-2.本事業による人材育成において対象とする者（受講者）の考え方とその規模等

	

	3-3.本事業の実施場所の考え方（対象エリア、会場）

	

	3-4. 使用する講習会テキストやツール等の詳細
（特に、補助事業により作成したテキスト等については可能な限り内容をホームページで公表すること）

	名称
	概要
	備考

	・
	
	

	・
	
	

	・
	
	

	・
	
	

	・
	
	

	3-5.受講生の受講料（負担金額）とその使途

	（記載欄）



	４．他の補助金が交付されている又はその予定がある場合の、本補助事業との区分の考え方

	（記載欄）



	５．その他

	（記載欄）※本補助事業の実施内容について特筆すべきことがあれば記載。



注１：スペースが足りない場合は適宜追加すること。
注２：添付資料がある場合はその旨記載すること。
（別紙様式Ｄ）
経　費　内　訳　書
（単位：千円）
	事業実施年度
	平成　　年

	事業に要する経費の総額
	

	経費内訳
	事項
	数量
	単価
	金額
	備考

	賃　　　金

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	報　償　金

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	旅　　　費

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	需　要　費

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	役　務　費

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	委　託　料

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	使用料及び
賃　借　料

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	負 担 金 等

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	


注１：補助事業を実施するために必要な経費の全ての額（消費税及び地方消費税額を含む）について記述すること。
注２：複数年度にまたがる事業計画の提案の場合は、補助金の交付を希望する全ての年度の経費の内訳について、各年度毎にページを分けて記載すること。また、必要に応じて行、ページを追加すること。
別添参考
	項　　　目

	説　　　　　明


	賃　　　金

	事業執行のため直接必要な補助員等の賃金（ただし，本事業と直接関係しない事業主体の庶務，経理等の一般管理事務に従事する者を除く。）


	報　償　金
	事業執行のため直接必要な謝礼金等


	旅　　　費

	事業執行のための他県への出張，関係機関等との連絡等に必要な普通旅費及び非常勤職員の費用弁償


	需　要　費

	事業執行のため直接必要な以下の経費
文具費，消耗器材費等消耗品費，自動車等の燃料費，茶菓子・弁当等食糧費（学識経験者による打合せ等補助事業の執行上特に必要な場合），設計書，図書，報告書，帳簿等の印刷，製本代等印刷製本費，電気，水道，瓦斯等の使用料，同計器使用料等光熱水費並びに事務用器具,自動車，自転車等備品の修繕料及び木材等実技指導用の教材購入費等


	役　務　費

	事業執行のため直接必要な以下の経費
郵便，電信電話料及び運搬料等通信運搬費，物品保管料，倉庫料等保管料，物品取扱手数料，設計書，報告書, 教材テキスト等の筆耕料, 自動車損害保険料, 広告・宣伝費等


	委　託　料

	事業執行のため直接必要な設計，調査、広告・宣伝、人材育成等の委託料


	使用料及び
賃　借　料

	事業執行のため直接必要な自動車借上，会場借上，物品その他の借上等使用料及び賃貸料


	負担金等

	事業執行のため直接必要な負担金等，ただし，経常的会費等は含まない。
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